デジタル・トランスフォーメーション研修・事前課題
第3回　DXの基盤となるIoTとAI

DXを支えるテクノロジーとして、注目されているのが、IoTとAIです。また、これらを支える次世代の通信基盤である5Gも、抑えておくべきポイントです。この辺りを整理して、解説します。

· 講義の達成目標を設定する：

1. あなたは、この講義で、何を持ち帰りたいですか。それを文章にしてください。

· 自分の知識のレベルを確認する：

1. お客様の事業部門の責任者が、あなたに、IoTとAIについて、簡潔明瞭に説明して欲しいとおっしゃいました。また、どんなところに使えるかも教えて欲しいと言われました。その説明を文章にしてください。

2. 既に販売しているモノをレンタルにして、サブスクリプションあるいは従量課金で提供するといった「収益のあげ方を変えること」や、自動車のインフォテイメント・サービスのように、モノをネットにつなぎ情報を提供するといった「モノを介したサービスの利用」を「モノのサービス化」と理解されている方は、少なからずいらっしゃるように思います。間違えだとは言えませんが、「モノのサービス化」の本質を説明するものでもありません。「モノのサービス化」とは、モノとネットがつながり、収益のあげ方だけではなく、顧客との関係や提供する顧客価値を根本的に変えようということです。そんな「モノのサービス化」について、説明してください。

3. 5Gサービスが始まりました。通信速度が高速化することが、注目されていますが、それだけではありません。社会の仕組みやビジネスのあり方も大きく変わる可能性を秘めています。それがどういうことなのかを文章にて説明してください。

4. エアコンの温度を設定すればセンサーが室温を感知して設定温度になれば自動的に送風が停まります。衣服の材質や種類を設定すれば、それに合わせた最適な水量を注水し、適切な洗い方をしてくれる洗濯機はもはや当たり前です。しかし、このような製品を「人工知能（AI / Artificial Intelligence）」搭載とは言いません。一方で、人が運転しなくても目的地まで送り届けてくれる自動運転車（正確には”自律運転車”）が、まもなく登場しようとしています。こちらは「人工知能」の代表的な事例として紹介されています。共に、人間が関与せず、一番良い方法を判断し、機械が代わりにやってくれるという意味では同じです。両者の違いは何処にあるのかを説明してください。

5. 人工知能と機械学習とディープラーニングの関係について説明して下さい。


以上
